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外部インタビュアー

岡野 秀之

公益財団法人九州経済調査協会 事業開発部長

１９７３年横浜市生まれ、北九州市戸畑区育ち。九州大学大学院比較社会文化

研究科修了。１９９７年財団法人九州経済調査協会入社。調査研究部研究主

査、主任研究員、総務企画部次長、調査研究部次長、調査研究部長、事業開発

部長兼ＢＩＺＣＯＬＩ館長などを経て現職。専門は、地域経済論、産業配置論、地

域産業政策論。２０１４年～２０１６年版九州経済白書の総論を担当。
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大分市のこれまでの取組 
 

１．大分市豊予海峡ルート調査業務 

（１）平成２８年度 

① 調査内容 

・豊予海峡ルートの必要性・意義について 

・トンネルまたは橋梁を整備する場合の費用、経済・

社会効果について 

【調査結果】 

・トンネルで新幹線を単線で整備する場合に最も費

用便益が高い。 

 

（２）平成２９年度 

① 調査内容 

・新幹線の円滑運行に向けた方策の調査・検討（中間

駅の設置範囲、周辺整備の必要性など） 

 

（３）平成３０年度 

① 調査内容 

・道路で整備した場合の費用便益分析調査 

【調査結果】 

・新幹線単線 総事業費 ６,８６０億円 

道路２車線 総事業費 ６,９００億円 

・新幹線（単線Ｂ/Ｃ １.１９）、道路（２車線Ｂ/Ｃ １.２７）

ともに整備費用に比べて便益が高くなる。 

 

（４）令和元年度 

① 調査内容 

・新幹線及び道路で整備された場合における経済波

及効果（／年） 

【調査結果】 

・大分県（２５３億円）、愛媛県（１５０.８億円）、全国 

（１,１１４億円）において経済波及効果がある。 

・新幹線と道路で整備した場合の移動時間の変化 

新幹線：大分－松山間 ２３８分→３８分 

大分－高松間 ２３７分→７８分 

大分－大阪間 ２３４分→１３６分 

高速道路：大分－松山間 ２６５分→１６７分 

大分－高松間 ３６０分→２６２分 

大分－大阪間 ４８６分→３８８分 

 

（５）令和２年度 

① 調査内容１ 

・豊予海峡ルートが整備された場合の災害時のリダ

ンダンシー効果調査 （Ｈ３０西日本豪雨をモデルケ

ースに九州と九州外の人流・物流について調査） 

【調査結果】 

・旅客量減少に係る経済損失  

→損失を補填し、且つ２４.６億円のプラス効果 

・物流コストの上昇に係る経済損失 

→損失を補填し、且つ２１６億円のプラス効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 調査内容２ 

・スーパー・メガリージョンと九州・四国の将来の高速

交通網が全国にもたらす効果に関する調査 

（新規海峡ルートが無いケース） 

【調査結果】 

大分からの４時間交流人口  

・現況 1,000 万人 ⇒ 整備後 3,500 万人 

▽参考１ 令和２年度調査業務報告書 
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（６）令和３年度 

① 調査内容１ 

・スーパー・メガリージョンと豊予海峡ルートに関する

調査 （豊予海峡ルートが有るケース） 

【調査結果】 

・所要時間：東京駅－大分駅間 ６.２ｈ→３.４ｈ 

（東京・大分が日帰り圏内になる） 

・４時間圏域の交流人口：１,０00 万人→５,80０万人 

・交流圏域：現状の岡山から東京まで拡大 

九州は九州本土全域に拡大 

 

② 調査内容２ 

・民間活力で建設する場合の検討として、前提となる

諸条件（実施手順、法的根拠等）を収集・整理 

 

③ 調査内容３（京都大学への委託事業） 

豊予海峡ルートの実現による経済的・社会的効果

の分析。具体的には次の通り。 

・マクロ経済効果：豊予海峡ルートが、我が国の

GDP 等に与えるマクロ経済的効果の推計 

・地域経済効果：豊予海峡ルートが、地域の生産

力及び人口分布に与える効果の推計 

・その他関連する提言等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．シンポジウム 

（１）平成２９年度 

○シンポジウム名 

「未来を創造する豊予海峡ルート」 

○平成２９年５月２３日（火）コンパルホール 

○参加者４６７名 

○シンポジウム内容 

①基調講演 

講師１：中村 英夫（東京都市大学名誉総長） 

講師２：佐藤 健（長野県飯田市副市長） 

②大分市調査業務委託 概要説明 

③パネルディスカッション 

・テーマ 

「豊予海峡ルートの実現に向けて」 

・コーディネーター 

吉村 充功（日本文理大学工学部建築学科教授） 

・パネリスト 

藤本 貴也（日本道路交通情報センター副理事長）  

姫野 淸高（大分商工会議所会頭） 

髙石 淳（愛媛県企画振興部地域振興局長） 

高門 清彦（愛媛県伊方町長） 

土田 宏道（大分県企画振興部観光・地域局参事監） 

佐藤 樹一郎（大分市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽参考２ 平成２９年度シンポジウムの様子 
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（２）令和元年度 

○シンポジウム名 

「豊予海峡みらいづくりシンポジウム 

～新たな国土軸の構築に向けた交流圏域の形成～」 

○令和２年２月１２日（水）コンパルホール 

○参加者３４５名 

○シンポジウム内容 

①基調講演 

講師１：奥野 信宏（国土交通省国土審議会会長） 

講師２：藤本 貴也 

（JAPIC 国土・未来プロジェクト研究会委員長） 

講師３：岸 弘之（国土交通省国土政策局計画官）  

②パネルディスカッション 

・テーマ 

「豊予海峡ルート整備に向けた愛媛と大分の 

今後の交流について」 

・コーディネーター 

吉村 充功（日本文理大学工学部建築学科教授） 

・コメンテーター 

木村 俊介 

（明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科教授） 

・パネリスト 

丸川 裕之（ＪＡＰＩＣ専務理事） 

橋本 均（大分商工会議所・大分経済同友会） 

山本 泰士（愛媛県企画振興部地域振興局長） 

高門 清彦（愛媛県伊方町長） 

平川 暢教（大分県中部振興局地域振興部長） 

佐藤 樹一郎（大分市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）令和３年度 

○シンポジウム名 

国土強靭化シンポジウム 

「未来をツナグ 世界とツナガル 

～豊予海峡ルートの実現をめざして～」 

○令和３年８月９日（月・祝）ホルトホール 

○会場参加者１６８名、WEB 参加者８３名、 

計２５１名。 

○日本青年会議所と大分市の共催 

○大分県知事来賓挨拶 

○シンポジウム内容 

①基調講演 

家田 仁（政策研究大学院大学特別教授） 

②パネルディスカッション第１部 

・テーマ 

「豊予海峡ルートと整備新幹線構想～大分の 

暮らしの未来～」 

・モデレータ 

岡野 秀之（九州経済調査協会事業開発部長） 

・パネリスト 

遠藤 健人（大分県企画振興部参事監 

兼交通政策課長） 

桑野 和泉（ツーリズムおおいた筆頭副会長） 

豊田 啓勤（日本青年会議所国家グループ 

国土強靭化委員会委員長） 

上野 大輝（大分工業高等専門学校５年生） 

③パネルディスカッション第２部 

・テーマ 

「日本列島がつながる未来～愛媛県と大分県の 

持続可能なまちづくり～」 

・モデレータ 

松永 昭吾（大分工業高等専門学校非常勤講師、 

㈱サザンテック） 

・パネリスト  

高門 清彦（愛媛県伊方町長） 

藤井 大輔（愛媛県企画振興部政策企画局長） 

中根 竜（日本青年会議所大分ブロック協議会会長） 

野口 和範（日本青年会議所愛媛ブロック協議会長）  

▽参考３ 令和元年度シンポジウムの様子 
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喜見 優樹（大分工業高等専門学校５年生） 

佐藤 樹一郎（大分市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．豊予海峡ルート推進に係る勉強会 

（１）令和元年度 

① 第１回勉強会 

○８月２８日（水）大分市役所本庁舎８階大会議室 

○議事 

①これまでの主な取組 

・豊予海峡ルート実現に向けた調査業務 

・シンポジウム開催（平成２９年５月２３日） 

②今後の取組に関する意見交換 

○参加自治体 

大分県：交通政策課、道路建設課、中部振興局 

大分市：企画課、観光課、土木管理課、 

都市計画課、都市交通対策課 

 

② 第２回勉強会 

○１１月１３日（水） 大分市役所本庁舎８階大会議室 

○議事 

①大分市の豊予海峡ルート推進に関するこれまで

の主な取組 

②意見交換 

・各県、市町の施策や考え方について 

 

 

○参加自治体 

【愛媛県側自治体】 

愛媛県：交通対策課、道路建設課 

八幡浜市：政策推進課、建設課、水産港湾課 

伊方町：総合政策課、産業課 

【大分県側自治体】 

大分県：道路建設課、中部振興局  

大分市：観光課、土木管理課、都市計画課、 

都市交通対策課 

 

（２）令和２年度 

○新型コロナウイルス感染拡大のため書面開催 

○参加自治体 

【愛媛県側自治体】 

愛媛県、松山市、大洲市、伊方町、八幡浜市 

【大分県側自治体】 

大分県、臼杵市、豊後大野市、竹田市、大分市 

 

（３）令和３年度 

○１０月１４日（木）八幡浜市役所５階大会議室 

○１０月１５日（金）大洲八幡浜自動車道建設現場視察 

○議事（１０月１４日） 

①大分市の取組報告 

・２０１９年度調査報告 

（経済波及効果等に関する調査） 

・２０２０年度調査報告 

（災害時のリダンダンシー効果等に関する調査） 

②九州の幹線道路網の整備状況について 

（大分県による説明） 

・中九州横断自動車道の整備状況 

・東九州自動車道の整備状況 

・その他の幹線道路（１９７号拡幅等） 

③四国の幹線道路網の整備状況について 

 （愛媛県による説明） 

・大洲八幡浜自動車道の整備状況 

・愛媛県の高速道路の整備状況 

 

 

▽参考４ 令和３年度シンポジウムの様子 
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④その他 

豊予海峡ルートが西日本や四国にもたらす効果

について 

⑤意見交換 

○現地視察（１０月１５日） 

・大洲八幡浜自動車道 視察 

○参加自治体 

【愛媛県側自治体】 

愛媛県：地域政策課、道路建設課、八幡浜土木 

事務所、八幡浜支局総務県民室 

大洲市：企画情報課 

伊方町：観光商工課 

八幡浜市：副市長、政策推進課、建設課、 

水産港湾課 

【大分県側自治体】 

大分県：道路建設課、交通政策課 

臼杵市：都市デザイン課 

竹田市：企画情報課 

大分市：副市長、企画課、土木管理課、 

都市計画課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他 

（１）平成３０年度 

日経コンストラクション２０１９年１月号に、豊予海峡

ルートの記事と市長インタビューが掲載 

 

（２）令和２年度 

○中学生からの豊予海峡ルートに対する要望書 

・青年会議所と協働で、大分中学校に対し豊予海峡

ルートの説明を行う（テレビ大分「ダッシュくん」番組

企画）。 

・大分中学校の生徒８人が、「大分の３０年後を考え

る未来の授業」という中で、大分市から四国経由で

関西まで、バーチャルの修学旅行を行い、その経路

にあたる豊予海峡ルートについて研究し、市長へ提

案書を提出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○九州経済調査協会の調査月報（２月号）に寄稿、

WEB 講演 

 

（３）令和３年度 

○「豊予海峡ルート推進に関する論集」を作成 

 

○豊予海峡ルートに関する講演 

・福岡教育大学附属福岡中学校 

・大分県立大分鶴崎高校 

 

▽参考５ 令和３年度豊予海峡ルート推進に係る 

勉強会（愛媛県八幡浜市 開催） 

▽参考６ 大分中学校の生徒８名が要望書を提出 


